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１ 京都市における学校評価の考え方 

本市では、「保護者・地域等の参画による開かれた学校づくり」のもと、市民ぐるみ・地域ぐるみ

で「一人一人の子どもを徹底的に大切にする」教育を推進するため、また、そのための教育活動を絶

えず、改善するために、学校・家庭・地域が相互に高め合う「京都方式」の学校評価を、全国に先駆

けて実施し、「学校運営の組織的・継続的な改善」や「教育活動の質的向上」等に努めてきた。 

国においては、平成１９年に学校評価に関する法令の改正が行われ、「学校による自己評価の実施

とその公表、教育委員会への報告」が義務化されるとともに、「自己評価結果に対して保護者、地域

の方々など学校関係者による評価を得ること」が努力義務とされた。 

本市では、これらに加え、学校教育の質の向上につなげるため、法令上の義務付けのない第三者評

価として、学識経験者等による「学校運営協議会及び学校評価に関する検証委員会」を設置し、学校

評価の実施状況を客観的に検証するとともに、「京都市学校評価ガイドライン（第３版）」に基づき、

次の４点を柱とし、各学校・園において、学校運営協議会等と密接に連動しつつ学校評価の充実に努め

ている。（参考１－１～参考１－４参照）  

（１）学校評価をみんなのものにする （学校関係者評価） 

各学校では、学校教育目標やその実現に向けての具体的実践に関わる評価内容を全教職員で共有

し、今後の教育活動の改善に向けた行動につなげている。併せて、学校運営協議会等による「学校

関係者評価」の評価結果を公表し、保護者や地域の方々とも共有することを通して、学校評価は、

子どもたちの学校生活を「市民ぐるみ・地域ぐるみ」で「よりよいもの」とするための重要な役割

を担っている。  

（２）当事者意識を持って評価する 

評価の実施にあたっては、評価者自身がよりよい学校づくりを進める当事者であるという意識を

持つことが肝要である。このため、学校関係者評価においても、「学校の自己評価結果に対する評

価」に加え、社会の宝である子どもや、学校のために何ができるのかを、「自分ごと」として捉え、

「学校の課題を把握し、課題解決に向けた支援策」を学校運営協議会等で協議、行動に繋げていた

だくことにしている。 

（３）自らを振り返り、互いに高め合う 

本市では、足りないところを指摘するだけではなく、同じ目標を実現するためにそれぞれの立場

で自らを振り返ることを重視してきた。「教職員は自らの教育活動や指導を振り返る」「保護者は自

らの子育てを振り返る」「地域は子どもへの関わりを振り返る」、そして「子どもたちは、自らの学

習や活動に向かう学びの姿勢を振り返る」など、お互いに補い合い、高め合う確かな信頼関係の下

で「みんなごと」としての学校評価を進めている。 

（４）学校の魅力を発見し、発信する 

学校教育活動への保護者や地域の方の深い理解と協働を得ていくためには、学校の魅力や課題の

発見につながる工夫に富んだ情報発信が必要である。 

そのため、本市では、ICT を活用し、アンケートの作成・集計・分析の効率化を図りつつ、アン

ケート結果や取組の成果、課題に対する改善策等をわかりやすくとりまとめ、全校のホームページ

への掲載や学校だよりの配布等を通じて積極的に情報発信している。  

参考１－１制制度度導導入入のの経経緯緯 

平成１３年 学校評価の試行実施（校長会との共同プロジェクト発足） 

平成１５年 ４月 全国に先駆けて全校・園で学校評価を開始、「京都市学校評価ガイド

ライン」の策定 

平成１６年 ３月 全校・園での評価結果の公表 

平成１９年 ４月 「京都市学校評価ガイドライン」の策定（第２版） 

平成１９年 ６月 「京都市行政活動及び外郭団体の経営の評価に関する条例」の施行 

学校教育法の改正（学校評価の根拠規定、学校の積極的な情報提供についての規定を新設） 

平成１９年 ７月 「学校運営協議会及び学校評価に関する検証委員会」を設置 

（学校運営協議会に関する専門委員会 学校評価部会を組織改正） 

平成２１年 ６月 「京都市学校評価ガイドライン」の策定（第３版） 
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参考１－２ 

≪自己評価と学校関係者評価、第三者評価のイメージ図≫ 

  

  

  

  

  

  

  

  

※①アンケートは適時実施。 

※②アンケートを踏まえた自己評価は 

  年２回（中間・年間）実施。 

※③自己評価を踏まえた学校関係者評価を実施。 

※④教育委員会へは年２回報告書を提出。 

※⑤抽出校を対象とした第三者評価 

（数校を対象に実施）。 

※⑥京都市行政活動及び外郭団体の経営の評価 

に関する条例に基づく報告。 
 
 

参考１－３ 

≪PDCA サイクルに基づく学校評価の流れ≫ 

願いをこめて   力を合わせて                振り返り     高め合い  次のステップへ 
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年
間
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後
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経
営
計
画
・
経
営
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針 

 

教
育
指
導
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画 

 

中
間
点
検
【
前
期
評
価
】】  

学校教育目標、目指す子ども像、目指す教職

員像、目指す学校像を計画・指針に示す。 

計画に沿った教育活動・学校運営を日々実践し、 

実践の中で気付いた課題には、迅速に改善・対応する。 

教職員が自校を評価する「自己評価」、 

保護者や地域の方が自己評価結果を踏まえて評価する「学校関係者評価」、

評価の際には、アンケートや各種データも活用し、成果や課題を協議・発見する。 

「なぜできたか（できなかったか）」を中心に分析を行う。見えてきた成果や課題につい

て教職員・保護者・地域の方で共有し、教育活動の改善・充実を図る。 

重要度、達成度から明らかになった重点課題を次年度の計画・方針に反映し取り組む。 

「自らを振り返り、互いに高め合う」…学校・家庭・地域みんなの力で、学校の課題解決に向けて取り組む。 
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教教育育委委員員会会  

 
 

   

学学校校運運営営協協議議会会 

  学学校校関関係係者者評評価価    

    学学  校校  

    自自己己評評価価    

 

○教職員アンケート  

○児童生徒アンケート 

○保護者・地域アンケート 

 

※③ 

※② 

※① 
評価 

学学校校運運営営協協議議会会及及びび  

学学校校評評価価にに関関すするる  

検検証証委委員員会会  
（学識経験者等で構成） 

第第三三者者評評価価 
（（シシスステテムムのの評評価価））  

報告 

評
価 

説
明 ※⑤ 

支援 

報告 

※④ 
説明 

 
 
市市会会  

 
 

報告 

※⑥ 

公表 公表 公表 

 

※「京都市学校評価ガイドライン（第３版）」より 

※「京都市学校評価ガイドライン（第３版）」より 
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学学校校評評価価のの推推進進とと学学校校運運営営のの改改善善

学学 校校 教教 育育 のの 重重 点点

教育指導計画書
～教育活動の全体計画～

承認

教育活動への
参画・支援

次次年年度度、、次次のの取取組組のの目目標標設設定定へへ

○学校訪問
○意見聴取
○支 援
○助言・指導

ＰＰ

ＰＰ

学校は、自己評価を基本とし、学校関係者評価を活用して、組織的・継続的に学校改善を図っていきます。

学学校校関関係係者者 教教育育委委員員会会学学 校校

提出

児童生徒アンケート
保護者・地域アンケート

教職員アンケート

支援

アアンンケケーートト結結果果をを踏踏ままええたた

自自己己評評価価
[[前前期期（（中中間間））・・後後期期（（年年間間））】】

経経営営方方針針（（ビビジジョョンン））
～教育活動の重重点点計計画画～

ホームページや学校だよりで公表

公表・説明

学学校校評評価価実実施施報報告告書書

学学

校校

運運

営営

協協

議議

会会
・・
保保

護護

者者

等等

教教

育育

委委

員員

会会

学学校校経経営営方方針針・・
教教育育指指導導計計画画にに基基づづくく

学学校校運運営営

学校評価支援システムの提供アンケート項目の検討

学学校校関関係係者者評評価価

結果の概要等をＨＰや学校だより等で公表

提出

次次年年度度にに向向けけたた改改善善ＡＡ

ＣＣ

ＤＤ

11

22

3344

55

66

評価結果を踏
まえた支援策

の検討

学学校校運運営営協協議議会会及及びび学学校校評評価価にに関関すするる検検証証委委員員会会

希望・抽出校を対象とした第三者評価（システムの評価）

学校運営協議会

 

参考１－４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ポイント 

 １ 学校経営方針、学校評価年間計画、評価項目の策定、公表 

２ 学校の魅力・課題の発見に繋がるアンケート手法の活用（推奨） 

 ３ 学校組織としての自己評価を充実させ、評価結果及び改善策を提示 

 ４ 自己評価結果に対する学校関係者評価の実施と、課題解決に向けた改善策や支援策の協議 

 ５ 評価結果の教育委員会への報告（年間２回） 

 ６ 教育委員会は学校に対する様々な支援の情報として評価結果を活用し、助言する 

 

 

※「京都市学校評価ガイドライン（第３版）」より 
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２  「学校運営協議会及び学校評価に関する検証委員会」による第三者評価 

（１）「学校運営協議会及び学校評価に関する検証委員会」の概要 

本市では、学校評価の各学校での実施状況を含め、学校教育活動の充実に資する学校評価シ

ステムの客観性・信頼性を第三者的な視点から検証するために、学識経験者等で構成される「学

校運営協議会及び学校評価に関する検証委員会」（以下、「検証委員会」という。）を設置して

いる。 

なお、検証委員会は、「京都市行政活動及び外郭団体の経営の評価に関する条例」第１１条

第２項に規定する調査・審議のための委員会としての機能も果たす、地方自治法第１３８条の

４第３項の規定に基づく附属機関である。 

 
 
 
 

 

 

 

※ ◎は委員長、○は副委員長。委員長・副委員長を除き、五十音順に記載。 
 
 

（２）令和６年度 検証委員会の実施状況 

令和６年１０月１８日（金）、１２月１６日（月）に会議を開催。また、各学校における

学校評価の実施に関する第三者評価として、祥豊小学校（南区）、大淀中学校（伏見区）の

２校を訪問。 

 

＜委員の主な発言＞ 

学校運営協議会の在り方 

○地域の大人たちが、この地域において、どのような子どもを育てていきたいのかを議論し、学

校運営協議会がどのように学校をサポートするかを検討することが大事。 
○企業でも時間単位の休暇や育児目的の休暇など、社員が学校や地域の活動に参加する制度は整

いつつあるが、多忙の中、実際に参加するハードルは高い。様々な人に参加してもらうには、

参加することの魅力、取組の目的や具体的な内容を見せていくことが大事。 

○京都市では全国に先駆けて学校運営協議会が設置され、メンバーの高齢化が課題となっている

ケースもある。最近では、部活動で学生など若い世代が学校に関わる機会も増えており、そう

した人材に学校全体のことにも関わってもらうようにできればよい。 

○学校運営協議会の委員を孤立させないためにも、学校運営協議会の取組について、分かりやす

い発信などを通じて教職員や地域の理解を促進することが必要。 
○これまでの学校運営協議会は各校園や地域での活動にとどまっていたが、次のステップとして、

自校の前後の学校園（小学校であれば幼稚園と中学校等）との連携を意識した活動を行って欲

しい。学校運営協議会の委員には、異なる校種の委員を掛け持ちしている方もおられ、そうし

た方に連携の橋渡しを担ってもらうことも考えられる。 
○学校運営協議会は仕組みとしては一定構築されており、今後は質の向上、そのための組織の在

り方についての検討が必要な段階にきている。 
 
 

【令和６年度検証委員会委員】（敬称略・役職等は令和６年度のもの） 

◎小松 郁夫 国立教育政策研究所 名誉所員 

○天笠 茂     千葉大学 名誉教授 

天野 広一    公募委員 

 梶谷 良野    株式会社島津製作所 常務執行役員 

塩見 葉子  PTA 代表（京都市小学校 PTA 連絡協議会副会長） 

鈴木 美和 公募委員 

竺沙 知章 京都教育大学連合教職実践研究科 教授 

西川 信廣 京都産業大学 教授 
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   学校評価の活用等 

〇学校評価のアンケートについて、コロナ等の変化も踏まえた設問に見直されている点はよい。

コロナによる体力や言語の発達、対人関係への影響は懸念されており、引き続き、子どもたち

の様子を注視していくことが必要。 

○学校評価では、評価結果を基に教員同士で議論することが必要。 

○学校評価には、子どもたちの成長や学校の変化によって、改善が進んでいる点、課題がある点

などを保護者に伝え、その理解と協力を求める活用方法もある。学校評価の結果の伝え方につ

いて、学校として様々な工夫を期待したい。 

○ホームページなどを活用した詳細な情報発信は、保護者や地域住民への説明責任を果たし、保

護者・地域と共に、魅力ある学校を創造していこうとする熱意が表れるものであり重要。 
〇学校運営協議会などに期待される学校関係者としての主体的な取組や分析がやや弱いのでは

ないかと懸念する。学校運営協議会の会議などを活用した集中的な分析や熟議を期待する。 

○学校運営協議会が学校評価にどう関わったか、自己評価をどう評価したかまで含んだ情報発信

をしてほしい。 

○学校運営協議会でどういった議論がされているか公表されるとよい。 

 

学校教育の充実等 

○子どもたちに教科や学びの面白さを伝えるためには、教師自身が本当にその学びの面白さを実

感できていることが大事。 
○他教科の先生同士が互いに刺激しながら、各教科のつながりを意識した授業づくりを進めてほ

しい。 
○自由進度学習など、新たな取組を実施する際には、保護者へ丁寧に説明し、理解と協力を得る

ように努めるとともに、取組の効果と課題を検証する仕組みを設ける必要がある。 
○GIGA 端末の活用は大事だが、実体験不足は不安。小学校、中学校の９年間を見通した段階的な

指導を進めて欲しい。 

○単にどんどんアプリを使うということでなく、活用方法（ＩＣＴで何ができるのか）を学ぶこ

とも必要。 
 

学校経営 

○校長が教職員に対して、現状と課題について説明を行うことで、教職員の理解と共感を得なが

ら課題解決に向けた取組を実践できている。 
○「複数の教職員で複数の児童に関わる」という学校経営は、“チーム学校”としての総合力の

発揮だけでなく、授業力や学級・学年経営力の向上、さらには、研修の活発化などにも連動す

るため、指導力向上の手立てとしても大いに期待できる。 
○小中連携に向けては、ブロック内の中学校と小学校が義務教育における出口の姿（中学校卒業

時の生徒の姿）を共有することが重要。 
○小中一貫教育にとどまらず、０～１８歳を見通した教育を組織的に行って欲しい。 

○働き方改革に向けた取組について、事前に保護者や地域へアンケートを取るなど、丁寧な説明

を行うことで、児童、教職員、保護者の理解を得ながら推進することが肝要。 

 
 
３  学校評価の現状や課題と今後の方向性について 

令和７年６月に本市が学校・園を対象に行った各校での令和６年度における学校評価の実施状

況に関するアンケート調査を踏まえつつ、本市における学校評価の現状や課題と今後の方向性に

ついて、以下のとおり概説する。 

なお、参考２－１～参考２－５は、同調査の各質問項目に該当する旨の回答を行った、小・中

学校（義務教育学校を含む）の割合を示したものである。 
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（１）学校評価の活用による効果について  

自己評価による振り返りや学校関係者評価による成果や課題の共有等を通じて、教職員の意

識の向上や組織の活性化、学校運営の組織的・継続的な改善に効果が見られたほか、保護者・

地域の理解と参画を得た学校づくりが進み、ひいては、児童生徒の学力向上や生活態度の改善

にも効果があったとの回答が多くあった。（参考２－１参照） 

P９に本市の実践事例として掲載する祥豊小学校では、学校評価を通じた実態の把握、関係

者への発信を進めることで、地域等の学校への理解を深め、学校教育活動の改善、地元企業や

地域の多様な人材を活かした体験学習の推進、学校の取組を支援する地域のボランティアの学

校教育活動への参画など、地域ぐるみの教育活動へと繋げている。 

このように本市では、学校評価を基軸とした PDCA サイクルの中で明らかとなった成果や課

題を、教職員だけなく、学校運営協議会をはじめとした家庭・地域等と共有し、市民ぐるみ、

地域ぐるみによる魅力ある学校づくりが進められている。 
 

参考２－１学学校校評評価価のの効効果果ににつついいてて（（学学校校かかららのの回回答答））  

（２）学校評価を通じた教育活動の改善に向けた課題と今後の方向性について 
ア  評価実施に伴う業務負担の軽減 

課題としては、アンケートの回収、結果の集計や分析、結果報告書の作成といった学校評

価の実施に伴う事務作業への負担感を挙げる学校が多い。（参考２－２参照） 

本市では、Web 上でアンケート作成・集約等を容易に行うことのできるツールの活用を各

学校に推奨しており、小・中学校（義務教育学校含む）の９６％で活用に至っているものの、

少なからず、アンケート集計等に係る負担感を挙げている学校もあることから、結果分析に

おける生成 AI の活用など、負担軽減のための新たな方策も検討していく。 

   イ  評価結果の共有及び改善の取組 

    学校評価を通して判明した学校や児童生徒に係る課題については、多くの学校で教職員に

説明・共有されているほか学校運営協議会等でも協議されるなど、地域ぐるみで課題解決に

向かう関係性が築かれている。一方で、教職員間での改善策についての話し合い（小学校：

５９％、中学校：４７％）や次年度の教育指導計画等への反映（小学校：５２％、中学校：

３５％）など、具体的な解決に向かう行動が取れているかについては、課題が見られる。 

（参考２－３参照） 

学校評価は、学校や地域の状況に沿った評価を実施し、課題を明らかにするだけでなく、

教職員や学校運営協議会の理事・委員をはじめ、保護者や地域の方々と広く共有・熟議し、

具体的な改善に向かって協働するなど、課題の改善に向けた PDCA サイクルを回していくこ

とが肝要であり、その繰り返しが学校教育の質の向上と学校評価の取組の質の向上につなが

る。そうした認識や具体的な取組手法の浸透のため、指導主事による指導助言を行っていく。 
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   ウ  教育活動の充実等について 

令和６年度の検証委員会では、教育 DX の進展や総合育成支援教育や不登校別室指導をは

じめ、多様化する教育課題への対応など学校を取り巻く環境が変化する中、学校の積極的か

つ効果的な情報発信により、地域の理解や協力を得て、学校教育の充実を図りつつ、働き方

改革の推進にも取り組んでいる学校を訪問した。社会構造が急激に変化し、予測困難とされ

る時代の中、子どもたちに自ら人生を切り拓いていくために求められる資質・能力を育むた

めには、学校内だけではなく、保護者や地域等の多様な人的・物的資源等を活用しながら、

教育活動を行うことが効果的である。次年度の検証委員会においても、こうした観点も踏ま

え、各校の取組が一層充実したものとなるよう検証を進めていく。 
 

参考２－２学学校校評評価価にに関関すするる課課題題ああるるいいはは困困難難だだっったたとと感感じじらられれるる点点（（学学校校かかららのの回回答答））  

 

参考２－３学学校校評評価価をを通通ししてて判判明明ししたた「「学学校校やや生生徒徒たたちちのの課課題題」」にに対対ししてて、、学学校校ととししてて  
どどののよよううにに対対応応ししたたかか。。（（学学校校かかららのの回回答答））  
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（３）公表の方法や内容の工夫について 

保護者や地域の方と協働して学校教育活動を推進するには、効果的な情報発信が欠かせない。 

学校評価の結果については、全校でのホームページへの掲載や学校だより等でのお知らせな

ど、学校の実態を踏まえながら複数の方法を活用しているほか（参考２－４参照）、児童生徒・

保護者・教職員の回答の比較や学校での取組と関連付けた考察の分析、イラスト化やグラフ化

などの視覚に訴えるなど、分かりやすいものとなるよう、各校において工夫が施されている。

（参考２－５参照） 

また、地域ぐるみで魅力ある学校づくりを進めるうえでは、学校の考え、思いはもとより、

学校評価をもとにした学校運営協議会における議論の内容等についても地域の方へ発信・共有

することが、不可欠である。優れた情報発信の方法について、事例の共有や検証委員会等での

協議を深め、更なる改善を図っていく。 

 
参考２－４公公表表方方法法ににつついいててのの工工夫夫（（学学校校かかららのの回回答答））  

 
 

参考２－５公公表表内内容容ににつついいててのの工工夫夫（（学学校校かかららのの回回答答）） 
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＜参 考＞ 

 

 

京都市立祥豊小学校における実践事例 

 

 

○所在地 京都市南区吉祥院三ノ宮町２３ 

○児童数 ３７３名（令和６年５月１日現在） 

○創 設 １９７６年（昭和５１年）開校 

○中学校ブロック 

  洛南中学校、吉祥院小学校、祥栄小学校、祥豊小学校、上鳥羽小学校 

 

※ 「学校運営協議会及び学校評価に関する検証委員会」が学校訪問等により実施した第

三者評価としての指導助言の内容を含め掲載。 
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令和６年度  学校経営方針 
                              祥豊小学校 
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令令和和６６年年度度  学学校校評評価価ににつついいてて    

祥祥豊豊小小学学校校  
１１  評評価価ののねねららいい  

  〇『学校教育目標』を意識し課題改善に徹底して取り組むことで、指導者の力量を向

上させる。 
〇『児童が学校を美しくしようとする』分かりやすい取組を活性化することで、学習

規律や学習態度を向上させ、子どもを育てる。 
〇組織改革を行い、持続可能なよりよい学校を目指す。（バランスのとれた校務分掌） 

２２  重重点点評評価価項項目目  

（１）「確かな学力」の育成に向けて 

〇「主体的・対話的で深い学び」を重視した授業を通して、学びの質を高め児童の学

力向上につなげる。 
〇「児童が主体的に学ぶ」授業への改善という視点で、校内研究や日々の取組を充実

させる。 
○学習に対する興味・関心を高め、進んで学習し、自ら学び続けようとする児童を育

成する。 
○これまでの教育実践と ICT 活用をベストミックスし GIGA 端末を活用した学習場

面を適切に設定することで、協働的な学びと個別最適な学びをともに実現させる。 
○日々の授業と家庭学習との連動を通して、自学自習の習慣化を図る。 

（２）「豊かな心」の育成に向けて 

○共によりよく生きるために、お互いの生き方や価値観の違いを認め合い、一人一人

のよさを伸ばす。 
○支え合い高め合う集団作りを推進する。 
○規範意識の育成を徹底する。 
○障害についての理解と認識を深め、互いを尊重しともに成長し合う教育を推進する。 
○自他ともに大切にしようとする子を育成する。 
○地域社会の一員であることを自覚し、地域を大切にし、持続可能な社会の実現を目

指す姿勢を養う。 
○伝統文化（茶道）や芸術を通じ、豊かな感性・情操を育む教育の充実を図る。 

（３）「健やかな体」の育成に向けて 

  ○保健教育の充実と体力の向上を図る。 
○安全教育の充実を図る。 
○食に関する指導を推進する。 

（４）学校独自の取組 

  ○小中一貫教育の推進 
○「社会に開かれた教育課程」の下、ＰＴＡ等の活動、地域・企業・大学・ＮＰＯ等

と連携・協働を図り、学校、地域、社会がつながる教育活動の推進と総合的な学習

の時間を軸とした教科に関連をもたせた指導の工夫 
○お便りやＨＰを活用した情報発信の工夫 
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（５）教職員の働き方改革について 

  ○教職員の資質向上 DAY（月２回の４時間授業日）の設定などを通じて、教職員が子

どもと向き合う時間を確保することで児童主体の児童会まつりが企画されるなど、

いきいきとやりがいを持って働くことができる環境を整備するとともに、質の高い

教育活動を実践する。 
〇教職員一人一人が勤務時間を意識するとともに、業務の質を下げることなく、意欲

的に職務内容の精選を行えるようにする。 

〇GIGA 端末を活用し、校務の効率化を図る。 

３３  評評価価項項目目のの検検討討方方法法  

学校教育目標の達成に向け、教育活動と学校運営の改善に繋げられるよう、曖昧な

基準にせず、長期的な変化を把握するために、具体的な数値や測定可能な評価指標を

設定、学校運営協議会の場で協議し、意見を集約するなどして、評価項目を検討して

いる。 

４４ 評評価価手手法法  

・学校評価に係る各指標を総合的に分析した年２回のアンケート調査（三者比較、変

化比較） 

・学力調査（全国学力・学習状況調査、ジョイントプログラム、プレジョイントプロ

グラム）の結果等 

・各分掌主任による状況把握及び分析結果 

・学校運営協議会の学校評価への関わり方 

  ・教職員出退勤管理システムにより把握した教職員の時間外勤務状況や年休取得率 

５５  自自己己評評価価  

（１）「確かな学力」の育成に向けて 

 ・京都市小中一貫学習支援プログラム（ジョイントプログラム・プレジョイントプロ

グラム）の結果が、全市平均を下回った。また、第２回学校評価アンケートの【学

校でも家でも、よく本を読んでいますか。】や【授業では、自分の思いや考えを伝え

ていますか。】の項目で、肯定的な意見の割合が低かった。「自分の思いや考えをも

ち、計画・実行する力」の育成をめざして、自由進度学習への挑戦など、主体的に

協働的に学習を進める工夫を行っていきたい。 

（２）「豊かな心」の育成に向けて 

・生徒指導や人権教育を基盤に、「豊かな心の育成」を続けていく中で、これからの社

会において重要になってくる「情報モラル教育」にも力を入れていきたい。また、

児童会活動を中心に、高学年児童が主体的に企画・運営を行うことができるように、

サポートしていきたい。 

（３）「健やかな体」の育成に向けて 

・児童の安全確保について、担任以外の教職員とも連携を深め、情報共有することで、

安全指導に役立たせたい。また、学校ボランティアの協力なども得ながら、より一

層学習環境を整え、安全に学校教育活動を行うことができるようにしていきたい。 
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（４）学校独自の取組 

・ＨＰによる積極的発信の積み重ねが学校への信頼につながり、家庭・地域が学校教

育活動への参画につながるいい循環になっていると考える。ただ、ＨＰを見ない保

護者もいるため、保護者連絡ツールなど今後も様々な手段を用いながら、情報発信

をしていきたい。 

（５）教職員の働き方改革について 

・電話連絡時間や退出時間を徹底することで、教職員の働き方改革の意識は着実に高

まっていると考えられる。 

・校務支援員と連携を密にし、役割分担をすることで、仕事効率が上がっているが、

限られた予算を、見通しをもって計画・執行することや、備品や物品の整理、物を

大切に扱うこと、今あるものを長く保つ工夫などはじめ、各分掌主任としての意識

が、まだ弱く改善に努めていく。 

 

６６  学学校校関関係係者者評評価価  

（１）「確かな学力」の育成に向けて 

・「学校は楽しい」と９割近くの児童が回答したことを聞いて安心したが、残りの１割

の子どもが気になるので、目を向けてほしい。 

（２）「豊かな心」の育成に向けて 

・祥豊まつりがとてもよかった。子どもたちが楽しそうにしている姿や、高学年の児

童が生き生きと活動している姿、異学年が仲良く関わっている姿を見ることができ

て嬉しい。ぜひ来年度も開催してほしい。 

（３）「健やかな体」の育成に向けて 

・子どもたちがＩＣＴ機器を上手に活用していることに驚かされるが、その分体力が

落ちていないか、外遊びなどはしているのかなどが気になる。 

・安全に対する学校の取組が分かってよかった。これからも、子どもたちの安全のた

めに力を注いでほしい。 

（４）学校独自の取組 

・ＨＰの更新をとても楽しみにしている。これからも情報発信を続けてほしい。 

・学校行事に、地域として何かできないか、学校運営協議会でも模索していきたい。 

（５）教職員の働き方改革について 

・学校ボランティアの活動が役に立って喜ばしい。もっといろいろボランティアを募

れば、教職員に余裕ができ、子どもとの関わりに集中できると思う。教職員の方々

の働き方改革を進め、子どもたちのために、いつも健康で元気でいてもらいたい。 

  

７７  IICCTT 化化のの推推進進やや働働きき方方改改革革のの推推進進、、ココロロナナ後後のの学学校校運運営営等等、、社社会会変変容容にに応応じじたた取取組組内内容容  

（（学学校校評評価価のの実実施施にに際際ししてて））  

  学校リーフレットを保護者連絡ツールで配信し、保護者に学校の教育目標や児童の様

子を見ていただいたうえで、学校評価アンケートに回答してもらうようにした。 
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８８  総総括括・・次次年年度度にに向向けけたた課課題題等等  

学校教育目標「京都“１„美しい学校」を具現化するために、 

① 研究・学力向上を主とする「学力推進・基礎」、児童会活動・教育環境整備を主と

する「児童活躍推進・基礎」、児童理解（ユニバーサルデザイン化推進含む）・生徒

指導を主とする「人権推進・基礎」の３つの柱を中心にした「美しく部会」での議

論をもっと活性化させ、全教職員が目標達成のために役割分担を明確にして取り組

んでいく。 

② 児童が主体的に活動する「お掃除隊」や「あいさつ運動隊」など、素晴らしい活動

を生み出すことができたが、学校全体として、理想に掲げる目指す学校像には至っ

ていないのが課題である。まずは、教職員間でより一層目指す学校像について意識

を共有し、児童が主体的に活動する時間の確保に徹底的に取り組んでいく。 
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検検証証委委員員会会のの意意見見をを踏踏ままええたた改改善善点点  

１１  既既にに改改善善ししたた点点  

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

２２  今今後後改改善善すするる点点  

 

 

 

 

 

・「幼保小の架け橋プログラム公開授業による研究プロジェクトや小中連携による合

同研修会の開催など、幼稚園、保育所、中学校との連携にも取り組んでいるが、

今後、小学校の教員が就学前施設を見にいくなど、より一層の充実に努めてほし

い。」という意見を受け、３学期には校区にある祥豊保育園の園児が授業を参観し

たり、１年児童と一緒に活動を行ったりする取組をさらに進めることができた。

洛南中学校ブロックではそれぞれの学校の特色を紹介し合い、何か１つ中心的な

取組ができないかを校長間でも話し合うことができた。 
・「複数の教職員で複数の児童に関わるという学校経営は、チーム学校としての総合

力の発揮だけでなく、授業力や学級・学年経営力の向上、さらには、研修の活発

化などにも連動するため、指導力向上の手立てとしても、今後に大いに期待でき

る。」という意見を受け、次年度の構想を全教職員と複数回にわたって話し合った。

その結果、次年度は学年担任制にすることで、よりフットワーク軽く、支え合う

ことが本校の実態に合っているなどの共通理解が図れ、教職員が主体的に学校参

画する姿勢が見られるようになった。 
 

・「自由進度学習の実施について、学校のねらいと保護者の受止めに開きがあるよ

うに捉えられた。保護者に丁寧に説明し、理解と協力を得る努力を求める。」と

いう意見を受け、次年度は学校だよりやＨＰだけでなく、参観日や個人懇談を通

じても積極的に取組を発信し、保護者への理解と協力に努めていく。 
・「地域の諸資源を生かした様々な活動に敬意を表する一方、いわゆるオーバーロ

ード気味といったところはないか懸念される。」という意見を受け、次年度は 
校務分掌の中に地域コーディネーターを設置し、地域と学校を無理なくつなぐよ

う働きかけていきたい。これにより、地域との窓口となっている教頭の業務負担

軽減にもつながると考える。 
・「各教室の後方のロッカー上に設置しているブックフォルダについて、ＰＴＡに

購入をお願いして全校の取組になったと聞いた。ＰＴＡとの関係も良好だと感じ

た。」という意見を受け、今後も教育活動を広く理解してもらえるよう努めると

ともに、学校に関わりやすい活動を具体的に話し合うようにしていく。 
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1111  

1122  

 

 
教育指導計画の作成 
 
 
 
 
学校評価実施に向けた企画 
評価項目の検討 
 
 
 
 
 
 
保護者アンケート 
児童アンケート 
自己評価の実施 
 
 
評価結果の分析 
 
 
 
 
改善策・後期の方針の検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保護者アンケート 
児童アンケート 
自己評価の実施 
 
 
評価結果の分析 
 
 
 
 
次年度の方針の検討 
 
 
 
次年度の方針の共通理解 
 
 
 

 

 
 
第１回学校運営協議会 
・学校教育目標の説明と承認 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第２回学校運営協議会 
 ・委員による評価 
  （学校関係者評価） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第３回学校運営協議会 
 ・委員による評価 
次年度の方針の説明 
 
 
 
 
 

 

 
教育方針の発信 
（学校だより・ 

ホームページ） 
 
学校評価年間計画公表 
（ホームページ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
結果・改善策の公表 
（学校だより・ 
     ホームページ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
結果・次年度の方針の公表 
（学校だより・ 
     ホームページ） 
 

年年
間間
評評
価価  

中中
間間
評評
価価  

        令和６年度 学校評価年間計画   祥豊小学校  
学校評価のねらい 

学校教育目標の達成に向けて、学校内外からの評価を実施し、児童の変容を見ることによって、本校の教育活動の進

展と修正の資料を得て、地域社会に貢献する学校づくりを目指す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

44  

55  

77  

88  

99  

11  

22  

33  

66  

評価の検討と実施 学校運営協議会 
学校評議員の会 

公表の時期と方法 
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京
都
市
立
祥
豊
小
学
校

令
和
６
年
度
学
校
教
育
目
標

「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
児
童
が
活
躍
す
る
学
校
づ
く
り

～
学
校
・保
護
者
・地
域
が
承
認
・心
つ
な
が
る
学
校
を
目
指
し
て
～

京
都
“
１
„
美
し
い
学
校

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 
≪
目
指
す
こ
ど
も
像
≫

○
や
っ
て
み
る
子

  
 

○
自
分
も
相
手
も
大
切
に
す
る
子

  

○
思
い
や
考
え
を
伝
え
合
う
子

令
和
６
年
７
月
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
第
１
回
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

全
て
の
子
ど
も
が
『
学
校
が
楽
し
い
』
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
活
躍
で
き
る
よ
う
な
取
組
の
創

出
、学
習
が
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
な
授
業
の
在
り
方
の
工
夫
や
改
善
、友
達
と
よ
り
よ
く
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
学

級
・学
校
経
営
、気
持
ち
よ
く
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○○
やや
っっ
てて
みみ
るる
子子

  

 
 

 
 

 
 

 
        

新
し
い
学
年
に
な
っ
て
、新
し
い
教
科
の
学
習
や
自
由

進
度
学
習
を
は
じ
め
複
数
の
教
職
員
に
よ
る
教
科
交
換

の
授
業
、家
庭
で
の
自
主
学
習
な
ど
、自
分
で
課
題
を
解

決
し
て
い
く
学
習
の
仕
方
に
少
し
と
ま
ど
っ
て
い
る
様
子
も

見
ら
れ
ま
す
。授
業
の
中
で
落
ち
着
い
て
学
習
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、学
年
間
や
異
学
年
間
で
課
題

を
話
し
合
い
、学
習
の
方
向
性
を
一
致
で
き
る
よ
う
、努
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

一
方
で
、『
本
を
読
む
』
項
目
に
関
し
て
は
、子
ど
も
の
割
合

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。学
級
で
の
読
書
指
導
を
は
じ
め
、図
書

館
司
書
の
取
組
や
学
校
図
書
館
の
環
境
整
備
な
ど
、子
ど
も

た
ち
が
本
を
手
に
取
り
や
す
い
環
境
・雰
囲
気
作
り
が
で
き
て

き
た
結
果
か
と
思
わ
れ
ま
す
。ぜ
ひ
、お
家
で
も
声
か
け
や
読
書

を
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 
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○○
自自
分分
もも
相相
手手
もも
大大
切切
にに
すす
るる
子子

  

 
 

 
               

『
き
ま
り
を
守
る
』
『
安
全
に
遊
ん
だ
り
登
下
校
し
た
り
す
る
』
に
つ
い
て
は
、こ
れ
か
ら
も
学
級
指
導
や
全
体
指
導
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。安
心
・安
全
な
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に
、今
一
度
「
学
校
の
き
ま
り
」
を
一
緒
に
見
て
い
た
だ
き
、ご
家
庭

で
も
お
話
し
く
だ
さ
い
。 

『
友
達
・周
り
の
人
を
大
切
に
す
る
・大
切
に
さ
れ
る
』
『
自
分
の
よ
い
と
こ
ろ
や
得
意
な
と
こ
ろ
を
の
ば
そ
う
と
し
て
い
る
・

励
ま
し
て
い
る
』
の
項
目
で
は
、大
人
の
尺
度
だ
け
で
見
る
の
で
は
な
く
、子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。ま
た
、「
励
ま
す
」
こ
と
で
子
ど
も
の
や
る
気
や
優
し
さ
を
促
す
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。よ
い
と

こ
ろ
を
「
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
」
「
心
に
届
く
具
体
的
な
言
葉
」
で
子
ど
も
に
伝
え
る
こ
と
で
、自
己
肯
定
感
を
高
め
、自
分
も
相
手

も
大
切
に
す
る
気
持
ち
が
向
上
す
る
よ
う
関
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

『
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
（

G
IG

A
端
末
を
含
む
）
を
使
う
ル
ー
ル
や
約
束
を
守
る
』
の
項
目
で
は
、児
童
と
保
護

者
で
大
き
く
差
が
開
い
て
い
ま
す
。情
報
化
社
会
の
現
代
に
お
い
て
、I

C
T
機
器
を
上
手
に
使
う
こ
と
で
、利
便
性
だ
け
で

な
く
、人
と
の
関
わ
り
や
自
己
表
出
に
も
役
立
ち
、も
の
を
大
切
に
し
た
り
き
ま
り
を
守
っ
た
り
す
る
こ
と
が
相
互
に
関
係
し
て

モ
ラ
ル
意
識
を
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、よ
り
よ
い

IC
T
機
器
の
使
い
方
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。 

○○
思思
いい
やや
考考
ええ
をを
伝伝
ええ
合合
うう
子子

  

              ○○
児児
童童
がが
主主
体体
的的
にに
活活
動動
すす
るる
学学
校校

  

                     

児
童
と
保
護
者
の
比
較
で
、違
い
が
見
ら
れ
ま
し
た
。保
護
者
の
方
は
、授
業
参
観
な
ど
限
ら
れ
た
時
間
で
判
断
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
原
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
思
い
や
考
え
を
伝
え
る
の
は
、一
斉
授
業

で
の
発
表
だ
け
で
な
く
、ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
な
ど
、ど
の
教
科
で
も
た
く
さ
ん
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。自
分
の

考
え
を
、相
手
を
意
識
し
て
言
葉
を
選
び
な
が
ら
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
、自
分
の
考
え
を
確
か
に
し
て
い
き
ま
す
。子
ど
も

た
ち
が
自
信
を
も
っ
て
「
自
分
の
思
い
や
考
え
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
思
え
る
よ
う
に
、授
業
形
態
や
意
図
的
な
話
し

合
う
場
の
設
定
な
ど
、誰
も
が
授
業
に
参
加
し
、課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

児
童
と
保
護
者
の
比
較
で
、違
い
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

学
校
で
は
、給
食
当
番
や
掃
除
当
番
な
ど
の
活
動
、自

主
的
に
企
画
し
学
級
全
体
に
返
す
係
活
動
、学
校
を
よ
り

よ
く
す
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
考
え
、常
時
も
し

く
は
自
主
的
に
活
動
す
る
委
員
会
活
動
な
ど
を
通
し
て
、

社
会
に
関
わ
り
自
己
有
用
感
を
高
め
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。５
・６
年
生
の
家
庭
科
の
学
習
で
も
、「
家
庭
で

の
役
割
」
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

ぜ
ひ
お
家
で
も
、低
学
年
の
内
か
ら
家
庭
で
の
役
割
を
し

っ
か
り
と
も
た
せ
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、そ
の
役
割
を
達
成

し
た
時
に
し
っ
か
り
と
承
認
す
る
こ
と
で
、次
へ
の
生
活
や

学
習
へ
の
意
欲
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 
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○○
凡凡
事事
徹徹
底底
（（ルル
ーー
ルル
をを
しし
っっ
かか
りり
守守
るる
ここ
とと
がが
））でで
きき
るる
学学
校校

  

○○
積積
極極
的的
にに
発発
信信
すす
るる
学学
校校

  

 
 

 
                     

毎
日
の
お
家
で
の
ご
準
備
や
お
声
か
け
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。基
本
的
な
生
活
習
慣
を

身
に
付
け
る
こ
と
は
、毎
日
の
よ
い
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
を
生
み
、心
の
余
裕
に
つ
な
が
り
ま
す
。前
述

し
た
「
学
校
が
楽
し
い
」
と
全
て
の
子
ど
も
が
思
え
る
よ
う
に
、引
き
続
き
、気
持
ち
よ
く
学
校
に
向

か
う
こ
と
が
で
き
る
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、整
理

整
頓
に
つ
い
て
は
、学
校
教
育
目
標
「
京
都
“
１
„美
し
い
学
校
」
を
達
成
す
る
た
め
に
、教
職
員

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
き
、子
ど
も
た
ち
に
も
声
を
か
け
て
い
き
ま
す
。「
心
」
も
「
環
境
」
も
整

え
、気
持
ち
の
い
い
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、常
に
意
識
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
校
だ
よ
り
、学
年
・学
級
だ
よ
り
の
閲
覧
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。教

職
員
の

H
P
発
信
数
と
保
護
者
の
方
の

H
P
閲
覧
数
が
、「
そ
う
思
う
」
「
大
体
そ
う
思
う
」
の

割
合
が
大
幅
に
上
が
っ
て
い
る
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。（
令
和
６
年

度
 ９
月
２
７
日
現
在
の
発
信
数
２
３
０
４
件
、ア
ク
セ
ス
数
；２
３
０
７
８
件
）
ま
た
、こ
の
結
果
が

教
職
員
の
や
る
気
に
も
つ
な
が
り
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
も
、引
き
続
き
取
組
の
様
子
や

子
ど
も
た
ち
の
活
躍
す
る
姿
な
ど
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

一
方
で
、『
家
で
学
校
や
学
級
の
こ
と
に
つ
い
て
話
を
す
る
』
の
項
目
が
、児
童
で
の
割
合

が
少
な
く
感
じ
ま
す
。H

P
で
は
表
せ
き
れ
な
い
内
容
や
様
子
に
つ
い
て
は
、子
ど
も
た
ち
か
ら

生
の
声
を
聞
き
た
い
も
の
で
す
。子
ど
も
た
ち
が
お
家
に
帰
っ
て
「
話
し
た
い
！」
と
思
え
る
よ
う

な
授
業
や
活
動
な
ど
を
少
し
で
も
増
や
せ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

○○
積積
極極
的的
にに
承承
認認
すす
るる
学学
校校

  

○○
新新
たた
にに
学学
ぶぶ

  改改
善善
にに
努努
めめ
るる
教教
職職
員員

  

               

 

             

「
そ
う
思
う
」
「
大
体
そ
う
思
う
」
の
割
合
が
約
８
７
％
以
上
で
あ
る
一
方
で
、「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
「
そ
う
思
わ
な
い
」
の

割
合
の
児
童
や
保
護
者
の
方
が
い
る
と
い
う
結
果
に
目
を
向
け
、一
人
一
人
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
て

関
わ
り
、迅
速
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
「
関
わ
っ
て
く
れ
た
」
と
も
っ
と
実
感
で
き

る
よ
う
に
、全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
、担
任
だ
け
で
な
く
学
年
間
や
異
学
年
間
、学
校
全
体
、時
に
は
外
部
機
関
と
も
共

有
し
、全
体
の
様
子
及
び
個
々
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
把
握
し
て
丁
寧
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。 

『
学
校
・家
庭
・地
域
と
連
携
し
て
「
地
域
ぐ
る
み
」
の
教
育
を
推
進
し
て
い
る
』
の

項
目
で
は
、「
そ
う
思
う
」
「
大
体
そ
う
思
う
」
が
高
い
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。町
別
で

の
登
校
の
見
守
り
や

P
T

A
の
活
動
を
は
じ
め
、様
々
な
地
域
の
方
の
活
動
を
支
え

て
い
た
だ
い
た
り
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
る
お
か
げ
と
思
わ
れ
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、『
よ
り
よ
い
祥
豊
小
に
な
る
よ
う
、様
々
な
取
組
に
臨
ん
だ
り
、改
善
に
努
め

た
り
し
て
い
る
』
の
項
目
で
は
、「
そ
う
思
う
」
「
大
体
そ
う
思
う
」
の
割
合
が
保
護
者
・

教
職
員
が
９
０
％
を
こ
え
て
い
る
一
方
で
、教
職
員
の
割
合
が
１
０
０
％
に
な
っ
て
お
ら

ず
、意
識
の
改
革
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、今
ま
で
培
っ
て
き
た
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、教
科
交
換
・チ
ー
ム

担
任
制
や
自
由
進
度
学
習
な
ど
新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
つ
つ
、一
人
一
人
を

大
切
に
し
た
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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○○
自自
由由
記記
述述
欄欄
よよ
りり

  

                                       

今
年
度
は
、ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
エ
ー
ス
と
の
連
携
に
よ
り
、各
学
年
２
時
間
×
６
回
を
割
り
当
て
て
い
ま

 

す
。水
泳
学
習
は
、学
年
ご
と
に
時
数
が
決
ま
っ
て
お
り
、そ
れ
に
準
じ
て
い
ま
す
。昨
年
度
末
か
ら
、何
度

 

も
入
念
に
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、日
程
調
整
や
指
導
の
仕
方
、送
迎
に
つ
い
て
な
ど
を
話
し
合
っ
て
き
ま

 

し
た
。教
育
委
員
会
も
含
め
た
話
し
合
い
が
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
続
い
て
し
ま
い
、詳
し
い
詳
細
を
十
分
に
保
護

 

者
の
皆
様
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ず
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。初
め
て
の
試
み
の
た
め
、試
行
錯
誤

 

し
な
が
ら
子
ど
も
の
様
子
に
合
わ
せ
て
、改
善
し
て
い
る
最
中
で
す
。気
に
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
兼
ね
な
く
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

  
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、天
気
や
温
度
に
左
右
さ
れ
ず
に
安
心
し
て
確
実
に
水
泳
学
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
指
導
を
す
る
た
め
、子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
泳
力
に
合
わ
せ
て
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
際
、担
任
は
評
価
の
観
察
や
動
き
の
指
示
に
集
中
す
る
こ
と
が
で

き
、子
ど
も
に
声
を
か
け
や
す
い
状
況
を
作
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。ま
た
、準
備
や
片
付
け
な
ど
環
境
整
備
面
で
も
全

面
的
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
お
り
、そ
の
分
他
の
学
習
の
準
備
や
関
わ
り
に
時
間
を
割
く
こ
と
も
で
き
て
い
ま
す
。一
方
で
、

日
程
調
整
や
担
任
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
連
携
の

 

仕
方
、水
泳
参
加
に
関
す
る
連
絡
方
法
な
ど
、課

 

題
が
見
え
て
き
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。よ
り
よ
い
水

 

泳
学
習
と
な
る
よ
う
に
、今
年
度
の
取
組
を
振
り
返

 

り
、次
年
度
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

・・ププ
ーー
ルル
のの
授授
業業
数数
がが
極極
端端
にに
少少
なな
くく
なな
っっ
たた
気気
がが
しし
まま
すす
。。  

・・水水
泳泳
のの
授授
業業
をを
、、学学
校校
でで
はは
なな
くく
スス
イイ
ミミ
ンン
ググ
スス
クク
ーー
ルル
でで
行行
うう
ここ
とと
にに
なな
っっ
たた
経経
緯緯
やや
そそ
れれ
にに
伴伴
うう
費費
用用

  

なな
どど
にに
つつ
いい
てて
、、説説
明明
がが
不不
足足
しし
てて
いい
まま
すす
。。  

・・ププ
ーー
ルル
のの
授授
業業
がが
スス
イイ
ミミ
ンン
ググ
スス
クク
ーー
ルル
にに
なな
っっ
たた
変変
更更
事事
項項
にに
つつ
いい
てて
、、きき
ちち
んん
とと
理理
由由
をを
説説
明明
しし

  

てて
ほほ
しし
いい
でで
すす
。。（（
説説
明明
しし
てて
もも
らら
っっ
たた
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
しし
たた
がが
、、なな
いい
もも
のの
もも
ああ
っっ
たた
よよ
うう
にに
思思
いい
まま
すす
。。））

  

・・ププ
ーー
ルル
授授
業業
はは
何何
回回
ああ
るる
のの
かか
、、事事
前前
にに
教教
ええ
てて
もも
らら
ええ
るる
とと
ああ
りり
がが
たた
いい
でで
すす
。。  

①①
 チチ
ーー
ムム
担担
任任
制制
やや
宿宿
題題
のの
やや
りり
方方
なな
どど
、、新新
しし
いい
やや
りり
方方
にに
つつ
いい
てて
、、きき
ちち
んん
とと
しし
たた
説説
明明
がが
なな
いい
のの
でで

不不
安安
がが
募募
るる
。。  

②②
 （（
４４
・・５５
・・６６
年年
でで
行行
っっ
てて
いい
るる
））
けけ
テテ
ぶぶ
れれ
のの
効効
果果
がが
いい
まま
いい
ちち
分分
かか
らら
なな
いい
でで
すす
。。家家
庭庭
でで
のの
フフ
ォォ
ロロ
ーー
、、  

促促
しし
もも
難難
しし
いい
でで
すす
。。  

①
 本
校
の
チ
ー
ム
担
任
制
は
４
５
６
年
生
で
行
っ
て
い
ま
す
。チ
ー
ム
担
任
制
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、 

こ
れ
ま
で
の
固
定
的
な
学
級
担
任
制
を
脱
し
、複
数
の
教
職
員
が
複
数
の
児
童
に
関
わ
る
こ
と
で
、 

児
童
と
教
職
員
が
多
面
的
な
理
解
と
多
様
な
関
わ
り
で
結
び
つ
く
関
係
性
を
築
き
、学
習
指
導
・生

 

徒
指
導
を
は
じ
め
と
す
る
学
級
経
営
の
安
定
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、教
科
交
換
を
ど
の
学
年
も
１
～
３
教
科
行
い
、児
童
理
解
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、教
員
同
士
が

 

学
習
規
律
や
児
童
の
成
長
を
学
び
合
う
こ
と
で
、互
い
に
指
導
力
を
高
め
、児
童
の
学
力
向
上
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に

と
取
組
を
す
す
め
て
い
ま
す
。 

 

「
自
由
進
度
学
習
」
と
は
、子
ど
も
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
学
び
の
こ
と
で
す
。一
定
の
ル
ー
ル
や

 

約
束
事
の
下
で
、子
ど
も
自
身
が
自
分
で
学
習
計
画
を
立
て
、様
々
な
教
材
や
資
料
を
使
っ
た
り
、一
人
や

 

ペ
ア
、グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
り
し
な
が
ら
自
力
で
学
び
を
進
め
て
い
き
ま
す
。現
代
の
社
会
に
お
い
て
、 

一
人
一
人
の
興
味
・関
心
や
発
達
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
伸
ば
し
、個
に
応
じ
た
教
育
、学
習
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、最
近
注
目
さ
れ
て
お
り
、本
校
で
も
教
職
員
が
事
前
に
計
画

を
入
念
に
立
て
て
、チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。 

「
自
由
進
度
学
習
」
を
進
め
る
こ
と
で
、子
ど
も
一
人
一
人
の
困
り
事
や
学
力
の
違
い
な
ど

 

に
対
応
し
や
す
く
、自
分
に
合
っ
た
内
容
や
ペ
ー
ス
で
学
べ
る
た
め
、学
習
意
欲
や
理
解
度
が

 

高
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。自
分
な
り
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
学
習
を
進
め
る
こ
と
で
、「
自
己
調

 

整
力
」
や
「
主
体
的
に
学
ぶ
力
」
が
育
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、授
業
担
当
者
に
と
っ
て
も
、子
ど
も
一
人
一
人
の
学
習
状
況
や
理
解
度
を
細
か
く
把

 

握
し
や
す
く
な
り
ま
す
。一
方
で
、事
前
の
準
備
や
単
元
計
画
な
ど
、綿
密
な
見
通
し
を
も
つ
こ

 

と
が
重
要
な
の
で
、こ
こ
に
時
間
を
割
い
て
計
画
・準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。G

IG
A
端
末
の
活

 

用
も
含
め
、自
分
が
作
っ
た
課
題
に
向
き
合
い
、様
々
な
方
法
を
使
っ
て
調
べ

 

た
り
考
え
た
り
ま
と
め
た
り
し
、自
分
の
考
え
を
表
出
・比
較
・総
合
す
る
こ
と
で
、 

課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
に
、全
教
職
員
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
い

 

ま
す
。 

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、気
兼
ね
な
く
担
任
又
は
授
業
担
当
者
に
ご
相
談

 

く
だ
さ
い
。 

・・授授
業業
のの
進進
めめ
方方
をを
自自
由由
進進
度度
にに
しし
たた
そそ
うう
だだ
がが
、、保保
護護
者者
へへ
のの
説説
明明
がが
なな
くく
、、子子
どど
もも
もも
いい
まま
だだ
にに
慣慣

  

れれ
ずず
授授
業業
がが
分分
かか
らら
なな
いい
とと
毎毎
日日
言言
っっ
てて
いい
るる
。。親親
がが
そそ
のの
分分
毎毎
日日
教教
ええ
たた
りり
進進
度度
をを
確確
認認
しし
たた
りり
しし

  

なな
いい
とと
いい
けけ
なな
いい
のの
でで
、、すす
ごご
くく
負負
担担
がが
増増
ええ
たた
。。授授
業業
中中
うう
ろろ
うう
ろろ
とと
歩歩
くく
時時
間間
もも
ああ
るる
のの
でで
、、長長
時時
間間

  

集集
中中
出出
来来
なな
いい
人人
間間
にに
なな
りり
そそ
うう
。。とと
にに
かか
くく
どど
うう
いい
っっ
たた
授授
業業
をを
しし
てて
何何
をを
目目
指指
しし
てて
いい
るる
のの
かか
分分
かか

  

らら
なな
いい
のの
でで
きき
ちち
んん
とと
説説
明明
しし
てて
欲欲
しし
いい
。。  

②
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。「
け
テ
ぶ
れ
」
と
は
、「
計
画
・テ
ス
ト
・分
析
・練
習
」
と
い
う
学

習
の
サ
イ
ク
ル
を
指
し
て
い
ま
す
。目
標
に
向
か
っ
て
、問
題
を
主
体
的
に
解
決
し
て
い
く
力
を
、宿
題
の
中
で
も
身
に

付
け
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。初
め
て
の
取
組
で
「
何
を
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。」
「
し
た
い
こ
と
が
分
か

ら
な
い
。」
「
あ
っ
て
い
る
の
か
不
安
。」
と
い
っ
た
児
童
も
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
児
童
に
は
、個
々
に
関
わ
っ
て
や
り
方
を

一
緒
に
考
え
、今
ま
で
通
り
の
宿
題
の
や
り
方
も
認
め
て
い
ま
す
。ま
た
、２
学
期
以
降
も
宿
題
の
進
度
を
丁
寧
に
把
握

す
る
と
と
も
に
、児
童
の
取
組
に
対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
で
不
安
を
取
り
除
き
、自
信
を
も
っ
て
臨
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
努
め
ま
す
。保
護
者
の
皆
様
に
も
取
組
の
方
法
や
実
態
を
積
極
的
に
発
信
し
、学
校
と
家
庭
と
で
連
携
し
て
、

子
ど
も
た
ち
を
支
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。一
方
で
、「
学
ぶ
こ
と
が
楽
し
く
な
っ
た
。」
「
学
び
方
が
分
か
っ
た
。」
と

い
う
声
も
聞
か
れ
、実
際
に
テ
ス
ト
の
点
数
が
伸
び
た
り
、学
習
に
対
す
る

 

姿
勢
が
変
わ
っ
た
り
し
た
児
童
も
い
ま
す
。全
員
に
合
う
一
律
の
学
習
方
法

 

を
見
つ
け
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。今
後
も
、一
人
一
人

 

に
合
う
学
習
方
法
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
え
て
い
き
ま
す
の
で
ご
理
解
、 

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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・・雨雨
のの
日日
にに
タタ
ブブ
レレ
ッッ
トト
をを
持持
ちち
帰帰
らら
せせ
るる
のの
はは
、、止止
めめ
てて
欲欲
しし
いい
でで
すす
。。濡濡
れれ
てて
しし
まま
うう
原原
因因
にに
もも
なな
りり
かか
ねね
なな
いい
のの
でで
。。  

・・タタ
ブブ
レレ
ッッ
トト
をを
毎毎
日日
持持
ちち
帰帰
っっ
てて
いい
るる
がが
、、宿宿
題題
をを
確確
認認
すす
るる
のの
とと
充充
電電
しし
かか
利利
用用
しし
てて
いい
なな
いい
。。毎毎
日日
重重

  

  たた
いい
のの
にに
持持
ちち
帰帰
るる
必必
要要
がが
ああ
るる
のの
だだ
ろろ
うう
かか
とと
思思
うう
。。  

 ご
心
配
お
か
け
し
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。１
人
１
台
端
末
が
配
布
さ
れ
て
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。現
在
取

 

り
組
ん
で
い
る
「

K
Y

O
T

O
×
教
育

D
X
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、教
育
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の
子
ど
も
た
ち

 

の
主
体
的
・積
極
的
な
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。実
際
に
本
校
で
は
、高
学
年
で
は
ほ
ぼ
毎
日
活
用
し

 

て
い
ま
す
。「
令
和
の
文
房
具
」
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る

G
IG

A
端
末
を
よ
り
効
果
的
に
利
活
用
し
て
い
く
た

 

め
に
、ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。現
在
は
、１
人
１
つ
お
貸
し
し
て
い
る

G
IG

A
端
末
バ
ッ
グ
に

入
れ
て
持
っ
て
帰
っ
て
お
り
、雨
の
日
は
さ
ら
に
ラ
ン
ド
セ
ル
の
中
に
入
れ
て
濡
れ
な
い
よ
う
な
工
夫
を
す
る
な
ど
、家

庭
へ
の
持
ち
帰
り
に
関
し
て
は
、安
全
に
持
ち
帰
っ
た
り
、臨
機
応
変
に
対
処
し
た
り
で
き
る
よ
う
、教
職
員
で
話
し
合

っ
て
い
い
方
法
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

①①
 学学
校校
かか
らら
発発
行行
ささ
れれ
るる
文文
書書
のの
日日
程程
のの
間間
違違
いい
がが
多多
いい
のの
でで
改改
善善
しし
てて
ほほ
しし
いい
でで
すす
。。発発
行行
責責
任任

者者
はは
もも
っっ
とと
確確
認認
しし
てて
ほほ
しし
いい
でで
すす
。。  

②②
 アア
ンン
ケケ
ーー
トト
のの
４４
つつ
のの
回回
答答
がが
、、全全
部部
同同
じじ
なな
のの
はは
答答
ええ
づづ
らら
いい
とと
言言
うう
かか
、、意意
味味
がが
分分
かか
りり
づづ
らら
いい

とと
思思
うう
のの
でで
、、改改
善善
しし
てて
もも
らら
ええ
たた
らら
良良
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

③③
 山山
のの
家家
説説
明明
会会
にに
つつ
いい
てて
、、配配
信信
日日
をを
変変
ええ
たた
りり
変変
更更
点点
がが
ああ
るる
場場
合合
はは
子子
どど
もも
にに
口口
頭頭
でで
伝伝
ええ

るる
だだ
けけ
でで
なな
くく
「「
すす
ぐぐ
ーー
るる
」」
をを
活活
用用
しし
てて
すす
ぐぐ
連連
絡絡
しし
てて
欲欲
しし
いい
。。「「
すす
ぐぐ
ーー
るる
」」
のの
活活
用用
がが
全全
くく
生生

かか
ささ
れれ
てて
いい
なな
いい
よよ
うう
にに
感感
じじ
るる
。。  

④④
 卒卒
業業
式式
でで
のの
女女
子子
のの
服服
装装
にに
つつ
いい
てて
、、学学
校校
かか
らら
袴袴
のの
禁禁
止止
をを
指指
示示
しし
てて
いい
たた
だだ
きき
たた
いい
でで
すす
。。保保
護護

者者
のの
負負
担担
、、大大
事事
なな
式式
典典
でで
のの
子子
どど
もも
のの
差差
別別
をを
生生
まま
なな
いい
たた
めめ
にに
もも
、、ぜぜ
ひひ
とと
もも
ごご
検検
討討
くく
だだ
ささ
いい
。。  

①
 発
行
文
書
の
間
違
い
に
関
し
て
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。ま
た
、隅
々
ま
で
読

 

ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。担
当
学
年
や
担
当
者
、管
理
職
が
確
認
は
し
て
い
ま
す
が
、 

日
程
の
間
違
い
が
な
い
よ
う
こ
れ
か
ら
も
気
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。万
が
一
訂
正
が
あ
っ
た
場
合
は
、 

す
ぐ
に
「
す
ぐ
ー
る
」
や

H
P
な
ど
で
訂
正
を
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

②
 学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
回
の
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、学
校
教

育
目
標
に
あ
る
「
目
指
す
子
ど
も
像
・学
校
像
・教
職
員
像
」
に
関
わ
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、児

童
・保
護
者
・教
職
員
へ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
が
連
動
す
る
よ
う
に
内
容
を
考
え
て
い
ま
す
。ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
後
、

多
大
な
情
報
量
を
分
析
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
回
答
（
そ
う
思
う
・大
体
そ
う
思
う
・あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
・そ
う
思

わ
な
い
）
と
し
て
作
成
し
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。ま
た
、思
い
を
伝
え
に
く
い
場
合

は
、自
由
記
述
欄
に
遠
慮
な
く
ご
記
載
く
だ
さ
い
。 

③
 現
在
、す
ぐ
ー
る
を
活
用
し
て
、週
末
の
予
定
表
や
学
校
だ
よ
り
、緊
急
に
お
知
ら
せ
し
た
い
こ
と
な
ど
を
学
校
や
担

任
な
ど
か
ら
発
信
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ま
た
、毎
日
の
欠
席
・遅
刻
・早
退
連
絡
や
水
泳
学
習
の
健
康
観

察
な
ど
も
保
護
者
の
皆
様
か
ら
連
絡
い
た
だ
き
、業
務
の
改
善
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

山
の
家
の
説
明
会
を
含
め
、急
な
変
更
な
ど
に
つ
い
て
す
ぐ
ー
る
を
十
分
に
活
用
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、以
後
気
を
付
け
て
、さ
ら
な
る
活
用
方
法
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

④
 年
度
当
初
に
、「
華
美
に
な
ら
な
く
て
も
す
て
き
な
卒
業
式
に
な
る
よ
う
に
」
と
学
年
に
声
を
か
け
て
い
ま
す
。
ご
理

解
・ご
協
力
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

そ
の
他
、こ
の
よ
う
な
ご
意
見
・ご
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。（
一
部
抜
粋
、中
略
あ
り
）

 

・い
つ
も
子
ど
も
達
の
安
全
に
配
慮
し
、元
気
に
帰
宅
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、先
生
方
や
上
級

生
学
校
全
体
で
子
供
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
て
毎
日
楽
し
そ
う
に
登
校
し
て
い
ま
す
。 

・い
つ
も
丁
寧
で
柔
軟
な
ご
対
応
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
後
も
ど
う
か
、ご
無
理
の
な
い
範
囲
で
、ご
支
援
い
た
だ
け

ま
す
と
幸
い
で
す
。引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

・校
長
先
生
が
か
わ
っ
て
、非
常
に
親
身
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
っ
た
。今
ま
で
、校
長
先
生
や
教
頭
先
生
が
か
わ
っ

た
く
ら
い
で
何
が
違
う
の
か
、と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
こ
こ
ま
で
変
わ
る
と
は
本
当
に
有
難
い
限
り
で
す
。 

・い
つ
も
と
て
も
気
に
か
け
て
下
さ
り
、ご
連
絡
し
て
下
さ
る
の
で
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
し
安
心
し
て
お
任
せ
で
き
ま
す
。 

・今
日
学
校
で
こ
ん
な
事
が
あ
り
ま
し
た
、褒
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
な
ど
言
っ
て
下
さ
る
の
が
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。何
か

あ
れ
ば
す
ぐ
ご
対
応
し
て
下
さ
る
の
で
親
も
不
安
な
く
過
ご
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。"

 

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
積
極
的
に
情
報
発
信
さ
れ
て
い
て
、先
生
方
の
取
り
組
み
が
わ
か
る
の
は
と
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

(積
極
的
に
見
て
い
る
保
護
者
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

)子
ど
も
に
対
す
る
学
校
の
考
え
方
も
伝
わ
り
ま
す
。制
約

が
多
い
中
で
す
が
、更
に
よ
り
良
い
学
校
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

・参
観
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
、子
ど
も
の
様
子
が
良
く
わ
か
り
ま
す
。ま
た
、先
生
方
の
研
修
な
ど
も
多
く
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。い
つ
も
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

・学
校
が
よ
り
良
く
な
る
よ
う
な
活
動
を
た
く
さ
ん
し
て
い
た
だ
い
て
、お
か
げ
で
子
ど
も
が
学
校
生
活
を
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

・毎
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
楽
し
く
拝
見
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。子
ど
も
達
が
楽
し
そ
う
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
様
子

や
学
ん
で
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、自
宅
で
も
子
ど
も
と
話
し
な
が
ら
見
て
い
ま
す
。 

・い
つ
も
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
思
い
、よ
り
良
い
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
学
習
環
境
や
生
活
環
境
を
整
え
て
く
だ
さ
り
、

子
ど
も
た
ち
へ
も
丁
寧
な
関
わ
り
を
し
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
褒
め
て
く
だ
さ
っ
た
り
、や
る
気
に
さ
せ
る
声
が
け
に
よ
り
、本
人
も
自
分
な
り
に
考
え
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
姿
勢
が
育
っ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

・毎
日
楽
し
く
学
校
生
活
を
お
く
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

・毎
週
金
曜
日
の
次
週
時
間
割
り
が
送
ら
れ
て
く
る
と
き
に
、先
生
の
色
々
な
思
い
や
決
意
が
書
い
て
あ
り
、と
て
も
嬉
し
く

な
り
ま
す
。高
学
年
に
な
る
と
、子
ど
も
た
ち
が
反
抗
的
に
な
っ
た
り
、難
し
く
な
る
中
、褒
め
る
こ
と
よ
り
怒
る
こ
と
が
増
え

が
ち
な
先
生
が
多
い
の
に
、先
生
は
い
つ
も
前
向
き
に
接
し
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。 

・漢
検
が
学
校
で
開
催
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
残
念
。希
望
者
だ
け
の
も
の
で
は
あ
る
が
、学
校
で
実
施
し
て
も

ら
え
る
の
が
非
常
に
あ
り
が
た
く
本
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
な
っ
て
い
た
の
で
、ぜ
ひ
再
開
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。 

ま
と
め

 

た
く
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
回
の
意
見
を
参
考
に
、一
つ
ず
つ
課
題
を
解
決
し
て
い

き
、よ
り
よ
い
祥
豊
小
に
な
る
よ
う
教
職
員
全
員
が
一
致
団
結
し
て
取
組
・改
善
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
や
、学
校
教
育
活
動
の
取
組
に
つ
い
て
、こ
の
よ
う
な
励
ま
し
の
言
葉
は
、教
職
員
に

と
っ
て
と
て
も
強
力
な
パ
ワ
ー
に
な
り
、子
ど
も
た
ち
へ
還
元
す
る
源
に
な
り
ま
す
。今
回
の
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
真
摯
に
受
け
止
め
、こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。引
き
続
き
、学
校
教
育
活
動
へ

の
ご
理
解
・ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、子
ど
も
た
ち
の
学
校
で
の
様
子
や
よ
り
よ
い
学
校
を
創
る
た
め
の
取
組
な
ど
、 

こ
れ
か
ら
も
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
発
信
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。時
折
見
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い

 

で
す
。こ
れ
か
ら
も
ご
理
解
・ご
協
力
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  
  

  
 （
祥
豊
小

H
P
→
）
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＜参 考＞ 

 

 

京都市立大淀中学校における実践事例 

 

 

○所在地 京都市伏見区淀下津町２５７番地の７ 

○生徒数 ３３３名（令和６年５月１日現在） 

○創 設 １９７５年（昭和５０年） 

○中学校ブロック 

  大淀中学校、明親小学校、美豆小学校 

 

※ 「学校運営協議会及び学校評価に関する検証委員会」が学校訪問等により実施した第

三者評価としての指導助言の内容を含め掲載。 
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令令和和６６年年度度  学学校校評評価価ににつついいてて    

大大淀淀中中学学校校  

  
１１  評評価価ののねねららいい  

学校教育目標「自主・自律の精神と共生の心を育成する」の実現に向けて、本校では

すべての生徒の全人的な育成を目指した包括的生徒指導プログラムであるＭＬＡ（マル

チレベルアプローチ）を令和５年度より進めている。協同学習・ＳＥＬ（社会性と情動

の学習）・ＰＢＩＳ（ポジティブな行動支援）・ピアサポート・品格教育を軸として、生

徒が学び合い・高め合い・認め合い・励まし合い、学び続ける集団の育成をねらいとし

ている。また、今年度からは、京都大学大学院と連携してパフォーマンス課題を通した

授業改革も行っている。これらの取組に対して地域・保護者・生徒・教職員から様々な

機会をとおして評価を受け、教育活動に反映し、学校理念「学校は幸せになる方法を学

ぶ所」「生徒は未来を変えていく存在として育む」に基づいた学校づくりを行う。 

 

２２  重重点点評評価価項項目目  

（１）「確かな学力」の育成に向けて 

   学習指導要領の趣旨・内容を踏まえた「育成すべき資質・能力」を明らかにし、教

科など横断的な視点をもって学習指導・評価項目に基づく協同学習を実践する。 

（２）「豊かな心」の育成に向けて 

   ＳＥＬを年間計画に基づいて実践し、品格教育・ＰＢＩＳを通して、自尊感情の向

上を推進する。 

（３）「健やかな体」の育成に向けて 

   心身ともに健康な生活を営むための基本的生活習慣の確立を図るために、 

ＣＳtime（選択制教育相談）を通して生徒の内面に寄り添った指導を行う。 

（４）学校独自の取組 

   中学校の“目指す生徒像”に準じた小学校の“目指す子ども像”を明確にすること

で、９年間を見通した育成を行う。 

（５）教職員の働き方改革について 

   理論研修を通して、理論と実践を合わせもつことで、教職員一人一人の働きがいの

ある職場を醸成する。 

 

３３  評評価価項項目目のの検検討討方方法法  

・学校教育目標達成のために、目指す生徒像の再構築を行い、育みたい資質・能力を明

確にした。それら達成度の指標とするために、現在の評価項目を設定している。 

 ・これらの評価項目をもとに、学校運営協議会理事会にて、生徒の変容に注目しながら

協議を行っている。 

 ・生徒が変容しつつある今、育みたい資質・能力の変容があれば、項目を変更すること

も視野に入れている。 
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４４ 評評価価手手法法  

・生徒、保護者、教職員へのアンケート調査（７月・１２月の年２回） 

・教職員出退勤システムの超過勤務時間集計結果 

・保健室の来室状況 

・全国学力・学習状況調査の実態調査アンケート結果 

・学校適応感尺度（アセス）の結果（６月・１０月・２月の年３回） 

・学校評価に対する学校運営協議会理事からの検証結果 

 

５５  自自己己評評価価  

（１）「確かな学力」の育成に向けて 

  目標数値と設定していた“学習確認プログラム総合指数１００を超える”ことが２度

であったが達成することができた。この結果は、京都大学大学院など外部と連携した授

業改革が功を奏した。来年度は、より連携を深め、学習適応感尺度（アセス）にて目標

数値を超えるように取り組みたい。また、総合学習の抜本的改革を行い、育みたい資質・

能力にコミットした学習を展開していきたい。 

（２）「豊かな心」の育成に向けて 

  多くの項目で許容範囲内であるが、低学力の生徒が授業不適応を起こしやすい傾向に

ある。したがって、学びたくなる授業の構築に向けて、ＳＥＬの学習年間計画を再検討

することによって、生徒の自己理解・他者理解・状況理解の再構築を図り、協同学習が

より機能するように行っていく必要がある。 

（３）「健やかな体」の育成に向けて 

  ＰＴＡの家庭教育学級などを通して子育て啓発を主訴にした研修会を充実させていく。

また、振り返りを通した教育活動を行うことによって、生徒が自らの力で社会参画でき

るような力を養っていきたい。そのためにも、ＭＬＡのさらなる質的向上を目指してい

きたい。 

（４）学校独自の取組 

  目指す生徒像（真理を探究する生徒、他者との絆に感謝する生徒、ＴＰＯを正しく判

断する生徒）について教職員間の共通認識を図るため、、学校教育ビジョン・学校教育全

体構想図について再確認し、毎月の職員会議にて理念の唱和を実施していく。そのこと

で、カリマネに即した授業展開につながり、生徒の学ぶ力の向上につなげていく。今後

は、大淀中ブロック小中で一貫した目標設定を明確にしていく必要性を感じる。 

（５）教職員の働き方改革について 

  超過勤務は横ばいの状態が続いている。現在、学校改革時であることで、その分の業

務が増加していることも背景の一つとして考えられる。週１回の教職員で定めた退勤時

刻の徹底を行っているが、家庭訪問などの業務については避けられない現状があり、依

然として課題が残る。 
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６６  学学校校関関係係者者評評価価  

（１）「確かな学力」の育成に向けて 

   生徒や保護者のアンケート結果が改善されているところが評価できる。学力向上と

もリンクしているので継続して授業改革を行ってほしい。学校運営協議会としても、

小中の連携や地域・家庭への働きかけ等協力できることは引き続きしていきたい。 

（２）「豊かな心」の育成に向けて 

   数値だけを見ると悪化しているように感じたが、アセスの生活満足感が改善傾向に 

  あることが分かったので安心できた。地域でも品格教育のポスターを掲示するなど、 

  一緒になって取り組んでいきたい。 

（３）「健やかな体」の育成に向けて 

   早寝早起き・朝ごはんの習慣・ケータイ・スマホの使用ルールは全てリンクしてい

る。地域として、パトロールや地域啓発などで協力できることはしていきたい。また、

遅刻している生徒を見かけることが多いので声掛けなどが出来ればいいと考えている。 

（４）学校独自の取組 

小中連携の一つとして、小学校６年生へ中学校入学までに課題を渡し、入学後に補 

  習などをして中学校の授業についていけるようにする取組はいいと思う。小学校の先

生にとっても中学校入学までに最低限つけさせる力として意識付けになる。 

（５）教職員の働き方改革について 

学校として退勤時間を設定していることはいいことだと思う。教員の超過勤務の実

情について機会を捉えて保護者や地域に知っていただくための支援を引き続きしたい。

部活動など地域で支えられることも考慮していく必要がある。 

 

７７  IICCTT 化化のの推推進進やや働働きき方方改改革革のの推推進進、、ココロロナナ後後のの学学校校運運営営等等、、社社会会変変容容にに応応じじたた取取組組内内容容  

（（学学校校評評価価のの実実施施にに際際ししてて））  

   ・保護者連絡ツールにより、様々な連絡事項を周知徹底することができた。 

  ・web 上のフォームでの回答様式に変更したが、逆に大幅に回答率が下がった。プリン

トの方が高い回収率にあるので、今後もプリントでの回答で対応する。 

  ・学校適応感尺度などデータによるアセスメントができるようになり、今後の方針に

活用しやすくなったことで、課題によりコミットした教育活動が実践やすくなった。 

  

８８  総総括括・・次次年年度度にに向向けけたた課課題題等等  

令和４年度から学校改革に着手し、令和５年度よりＭＬＡを本格実施する中、一定の

成果が表れてきた。目指す生徒像である「真理を探究する生徒」「他者との絆に感謝する

生徒」「ＴＰＯを正しく判断する生徒」の育成に向けて足がかりができたと感じている。 

学習確認プログラムの指数も１０年ぶりに入学時より上昇したが、根幹の部分の改善

はまだ道半ばである。実際、今年度の学校評価では後期になり課題が見えてきており、

例えば子どもが主体的に学ぶ姿には課題が残る。来年度からは、学級担任制や総合学習

のゼミ方式という大きな取組が行われる。ＭＬＡで培われた集団性を活かして、そこに

探究活動を組み入れていくことで、根幹部分からの改善を図っていきたい。 
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検検証証委委員員会会のの意意見見をを踏踏ままええたた改改善善点点  

１１  既既にに改改善善ししたた点点  

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

２２  今今後後改改善善すするる点点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「カリキュラム・マネジメントのさらなる習熟がポイントになる」という意見を受

け、来年度から始める総合学習ゼミ方式について、資質・能力に則した年間計画

を立案した。 
・「地域の大人と生徒が交流する機会が少ないように感じられたので、今後は、生徒

と地域が交流する機会を積極的に設けてほしい」という意見を受けて、１年生で

実施していた地域調べを、来年度から淀探究として、地域の活性化のためのアイ

デアを提案する探究学習を立案した。また、学区内のＪＲＡ、伏見区役所、ケイ

コン（株）などの企業理念に基づく探究活動を実施することで、地域の大人との

関係を能動的に築いていく関係を育んでいく。 
・「教師自身が本当にその学びの面白さを実感できていることが大事」との意見を受

けて、各教科会で教科の魅力について話し合い教職員研修でプレゼンした。プレ

ゼン内容を元に、他教科からの意見を交流することで来年度の単元計画に反映さ

せている。 

・「一部のアンケート項目に、質問の中に二つの評価要素が含まれている問いがあ

り、回答者が適正に答えられているどうか、懸念される質問がある」との意見を

受け、学校評価アンケートの質問文を変更し、来年度の学校運営協議会理事会に

提案する。 
・「端末を使用した授業の中で、先生の指示とは違う場面を見る生徒などの姿が多

く見受けられた」との意見を受け、来年度は「生徒にとって有益なデジタル化」

ということを議論の柱として学力向上プロジェクトチームで検討をしていくよ

うにする。 
・「学校運営協議会が学校評価にどのように関係したか、その点を示すデータが乏

しく読み取りが難しかった」という意見を受け、学校評価への学校運営協議会の

関わりについて学校だよりを通じて詳しく掲載していく。 
・「課題解決にあたっては、小学校との連携は欠かせないが、学校経営方針をみて

もその視点は弱い」という意見を受け、ブロック内の小学校長と資質・能力の向

上に向けての現在の子どもたちの課題を明確にすることによって、中学校で行っ

ている取組を小学校で実施できないかを協議していきたい。また、小学校と共通

する学校運営協議会の理事の人数を拡大し、より小中連携の視点からの意見を反

映させることにより、課題解決に向けて９年間の視野で実践できるようにしてい

きたい。 
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1100  

1111  

1122  

 

・教育指導計画作成 
・学校評価計画検討 
 
 
・ＰＴＡ役員会での学校評価実施説明 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・７月生徒アンケート 
・７月保護者アンケート 
・７月教職員評価 
 
 
・７月学校評価分析（教職員研修会） 
＊後期に向けた課題と成果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・１２月生徒アンケート 
・１２月保護者アンケート 
・１２月教職員評価 
 
・１２月学校評価分析 
 ＊次年度に向けた課題と成果 
・次年度への改善案等方策の検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
・第１回学校運営協議会 
・教育指導計画説明と承認 
・学校評価説明 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・第２回学校運営協議会 
 ＊中間評価実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・第３回学校運営協議会 
 ＊年度末評価実施 
 
 
 
 
 
 
 

 

学校だより（教育方針の発信） 
評価年間計画をＨＰに公表 
前年度の評価計画をＨＰに再掲 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・学校だより、ＨＰにて結
果、改善策を公表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・学校だより、ＨＰにて結
果、改善策を公表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年年
間間
評評
価価  

中中
間間
評評
価価  

        令和６年度 学校評価年間計画  京都市立大淀中学校 
学校評価のねらい 

① 学校・生徒・家庭・地域の４者が、各々の立場での責任を明確にして検証するための自己評価の場とする。 

② 相互に研鑽し、努力し、支援しあえる学校作り・地域作りを目指すための学校運営の貴重な資料とする。 

③ 年間の成果や課題を分析し、考察を学校だよりやＨＰに公開し、開かれた学校づくりをするための資料とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

44  

55  

77  

88  

99  

11  

22  

33  

66  

評価の検討と実施 学校運営協議会 
学校評議員の会 

公表の時期と方法 
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